
別紙１－１６

事業名

実施した事業の成果

実施した事業に対する評価

備考

ロゴマーク等の表示方法

（                                     ）

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開方法

日本テニス協会ホームページ上における事業報告書の提示
日本テニス協会事務局から各都道府県テニス協会事務局、各地域テニス協会事務局へ報告書
のメールによる送付

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者・

実施方法等)

〔実施事業の内容〕

本事業は日本テニス協会の傘下組織となる9地域テニス協会を対象に開催された。
九州地域　9月7日〜9日（福岡県福岡市）
中国地域　9月15日〜17日（広島県尾道市）
東北地域　9月21日〜23日（宮城県仙台市）
関西地域　11月17日〜18日（兵庫県三木市）
北信越地域　12月7日〜9日（長野県松本市）
東海地域　12月14日〜16日（三重県鈴鹿市）
関東地域　1月12日〜14日（千葉県長生郡白子町）
四国地域　1月12日〜14日（徳島県鳴門市）
北海道地域　2月9日〜11日（北海道勇払郡厚真町）
参加資格に関しての制限は原則として設けず、ジュニア指導に関わる者であれば誰でも参加可
能とした。

事業の第三者への委任（委託等）の有無

　一貫指導体制構築のために共有する情報の入り口である強化指導指針の理念に関しての説明
を行うと共に、競技者育成のための重要な環境整備のひとつであるジュニアのランキング制度に
関する説明を行った。また同時にジュニア競技者の育成方法に関する具体的なトレーニング方法
に関するレクチャーが行われた。これらをベースに地方と中央の人的ネットワークの構築が行わ
れており、ジュニアの育成環境における問題点の共有や指導者間の情報共有を行う事が出来
た。

　事業の実施は継続して行われており、各地域テニス協会の要望も非常に高い物になっている。
特にこの事業は一貫指導体制構築のための入り口として機能している物であり、この事業の実施
無くして一貫指導体制の構築はあり得ない物であると言え極めて重要な役割を果たしている。

実績報告書

助成事業細目

スポーツ活動推進事業

スポーツ指導者の養成・活用

ナショナルチームからの情報伝達講習会の開催事業

ホームページ上の表示 活動場所での掲示（看板等による） 

印刷物への表示 取得物品への表示 

その他 

有 無 


